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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 5,386 △4.6 236 △20.2 211 △23.6 98 △36.2
21年3月期第2四半期 5,646 ― 296 ― 276 ― 154 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 7.05 ―
21年3月期第2四半期 11.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 11,682 5,391 46.1 386.52
21年3月期 10,890 5,430 49.9 389.36

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  5,391百万円 21年3月期  5,430百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 9.00 9.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,764 △1.1 592 △38.3 523 △42.5 295 △41.5 21.18
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務報告等】４．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(1) 業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は今後
様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 13,950,000株 21年3月期  13,950,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,857株 21年3月期  1,857株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 13,948,143株 21年3月期第2四半期 13,948,561株
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【定性的情報・財務諸表等】  
１．連結経営成績に関する定性的情報 
 

当第 2 四半期連結累計期間（4 月～9 月）におけるわが国経済は、米欧の景気低迷が続く中、輸出

の増加等により景気持ち直しの動きが見られるものの、設備投資の減少や雇用環境の悪化もあり、

厳しい状況のまま推移いたしました。航空業界におきましては、この景気の低迷に加え新型インフ

ルエンザの影響もあって、需要の本格的な回復には至らず、収支改善施策が次々と打ち出される状

況が続いております。 
このような中、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は、動力事業では福岡空港・羽田空港・成田

空港等での販売増があったものの関西空港での減便の影響による販売減が大きく、前年同期比 27 百

万円（△0.9％）の減収となりました。整備事業では関西空港での補修工事の出遅れや各空港での施

設・設備類の更新・修繕作業の大幅な減、沖縄でのホテル保守・管理業務の減により、前年同期比

3 億 34 百万円（△14.7％）の減収となりました。付帯事業ではフードカート・航空機用地上支援機

器の販売増等により、前年同期比 1 億 1 百万円(21.2％）の増収となりました。 
以上により、売上高合計は 53 億 86 百万円と、前年同期比 2 億 60 百万円（△4.6％）の減収とな

りました。 
 営業費用では、動力事業での整備維持費・羽田空港新国際線工事用地の賃借料の増や付帯事業で

の増収に伴う材料費の増があったものの、整備事業での減収に伴う材料費・外注費・労務費の減や、

動力事業での原材料費の減等により、販売費及び一般管理費を含めた費用合計は 51 億 49 百万円と

なり、前年同期比 2 億円(△3.8％）の減少となりました。 
この結果、営業利益は前年同期比 60 百万円（△20.2％）減益の 2 億 36 百万円となり、経常利益

は 2 億 11 百万円で、前年同期比 65 百万円（△23.6％）の減益となりました。 
以上に特別損益、法人税、住民税及び事業税ならびに法人税等調整額を加味した結果、当第 2 四

半期純利益は 98 百万円となり、前年同期比 55 百万円（△36.2％）の減益となりました。 
 
２．連結財政状態に関する定性的情報 

 
（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という）に比べて 3 億 72 百万円（9.4％）増加

の 43 億 46 百万円となりました。これは、現金及び預金が 5 億 67 百万円、仕掛品が 1 億 12 百万円

それぞれ増加し、受取手形及び売掛金が 3 億 15 百万円減少したこと等によります。 
固定資産は、前期末比 4 億 18 百万円（6.1％）増加の 73 億 36 百万円となりました。これは、羽

田空港の新国際線ターミナル地区や成田空港の貨物地区等への設備投資及び冷暖房車等リース資産

の導入等により、主として有形固定資産が 4 億 63 百万円増加したこと等によります。 
この結果、総資産は、前期末に比べて 7 億 91 百万円（7.3％）増加して 116 億 82 百万円となり

ました。 
 

（負債） 
流動負債は、前期末比 1 億 31 百万円（5.7％）増の 24 億 39 百万円となりました。これは、未払

金や前受金等その他の流動負債が 4 億 35 百万円増加し、営業未払金が 1 億 68 百万円、未払法人税

等が 1 億 35 百万円それぞれ減少したこと等によります。 
固定負債は、前期末比 6 億 99 百万円（22.2％）増の 38 億 50 百万円となりました。これは、長

期借入金が 5 億 52 百万円、リース債務等その他の固定負債が１億 43 百万円それぞれ増加したこと

等によります。 
この結果、負債合計は、前期末に比べて 8 億 30 百万円（15.2％）増加して 62 億 90 百万円とな

りました。 
 

（純資産） 
純資産合計は、前期末に比べて 39 百万円（△0.7％）減少して 53 億 91 百万円となりました。こ

れは、当四半期純利益および剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が 27 百万円減少したこと

に加え、その他有価証券評価差額金が 12 百万円減少したことによります。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 
 
  通期業績予想につきましては、今後の需要動向が不透明であることから、現時点では期初予想を

変更しておりません。 
 
 

４．その他 
  

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
   該当事項はありません。 
 

 

(2) 簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の有無 
   該当事項はありません。 
 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
 ① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工

事契約に関する会計基準」（企業会計基準第 15 号 平成 19 年 12 月 27 日）および「工事契約

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 18 号 平成 19 年 12 月 27 日）を第 1
四半期連結会計期間より適用し、第 1 四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分

について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原

価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
この変更による損益への影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,097,337 1,529,999

受取手形及び売掛金 1,367,980 1,683,650

商品及び製品 90,773 83,542

仕掛品 196,729 84,613

原材料及び貯蔵品 273,521 277,665

その他 321,962 316,417

貸倒引当金 △2,280 △2,304

流動資産合計 4,346,024 3,973,585

固定資産   

有形固定資産   

構築物 8,026,793 7,985,133

減価償却累計額 △5,577,760 △5,385,495

構築物（純額） 2,449,032 2,599,637

機械及び装置 6,875,691 6,824,277

減価償却累計額 △5,314,200 △5,198,979

機械及び装置（純額） 1,561,490 1,625,298

その他 1,597,446 1,373,980

減価償却累計額 △810,345 △753,243

その他（純額） 787,100 620,737

土地 110,608 110,608

建設仮勘定 1,210,435 698,760

有形固定資産合計 6,118,667 5,655,041

無形固定資産   

その他 63,785 64,099

無形固定資産合計 63,785 64,099

投資その他の資産   

その他 1,163,579 1,207,785

貸倒引当金 △9,950 △9,550

投資その他の資産合計 1,153,629 1,198,235

固定資産合計 7,336,081 6,917,375

資産合計 11,682,105 10,890,961
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 483,454 652,256

未払法人税等 79,532 214,900

その他 1,876,992 1,441,622

流動負債合計 2,439,979 2,308,779

固定負債   

長期借入金 2,166,599 1,613,971

退職給付引当金 1,314,799 1,311,826

その他 369,465 225,473

固定負債合計 3,850,864 3,151,271

負債合計 6,290,844 5,460,050

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,038,750 2,038,750

資本剰余金 114,700 114,700

利益剰余金 3,236,549 3,263,742

自己株式 △630 △630

株主資本合計 5,389,369 5,416,562

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,892 14,348

評価・換算差額等合計 1,892 14,348

純資産合計 5,391,261 5,430,910

負債純資産合計 11,682,105 10,890,961
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 5,646,827 5,386,102

売上原価 4,900,006 4,703,136

売上総利益 746,821 682,966

販売費及び一般管理費 449,989 446,193

営業利益 296,832 236,773

営業外収益   

受取利息 3,155 2,739

受取配当金 1,145 350

保険配当金 － 1,489

受取保険金 7,283 －

その他 1,398 1,380

営業外収益合計 12,981 5,959

営業外費用   

支払利息 29,588 30,795

その他 3,952 736

営業外費用合計 33,541 31,532

経常利益 276,273 211,200

特別利益   

貸倒引当金戻入額 124 24

関係会社株式売却益 86 －

その他 － 1

特別利益合計 210 25

特別損失   

固定資産除却損 4,156 4,125

貸倒引当金繰入額 1,750 400

その他 100 －

特別損失合計 6,006 4,525

税金等調整前四半期純利益 270,477 206,700

法人税、住民税及び事業税 116,166 71,669

法人税等調整額 173 36,691

法人税等合計 116,340 108,360

四半期純利益 154,136 98,340
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 270,477 206,700

減価償却費 403,073 412,134

関係会社株式売却損益（△は益） △86 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,070 △15,439

有形固定資産除却損 4,156 4,125

受取利息及び受取配当金 △4,300 △3,089

支払利息 29,588 30,795

売上債権の増減額（△は増加） 249,799 315,669

たな卸資産の増減額（△は増加） △177,377 △118,200

仕入債務の増減額（△は減少） △184,933 △168,743

未収消費税等の増減額（△は増加） － △8,900

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,024 15,827

その他 97,863 106,255

小計 644,165 777,137

利息及び配当金の受取額 4,300 3,089

利息の支払額 △31,748 △27,019

法人税等の支払額 △159,681 △205,307

営業活動によるキャッシュ・フロー 457,036 547,899

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △300,288 △337,419

無形固定資産の取得による支出 △3,552 △9,039

関係会社株式の売却による収入 238 －

敷金及び保証金の差入による支出 △2,116 △3,979

敷金及び保証金の回収による収入 27,928 27,986

その他 △572 △1,343

投資活動によるキャッシュ・フロー △278,362 △323,794

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 800,000

長期借入金の返済による支出 △465,110 △298,138

リース債務の返済による支出 － △33,172

配当金の支払額 △125,513 △125,457

自己株式の取得による支出 △189 －

その他 △86 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △590,899 343,232

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △412,225 567,337

現金及び現金同等物の期首残高 1,966,547 1,529,999

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,554,322 2,097,337
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(4) 継続企業の前提に関する注記 
 
  当第 2 四半期連結会計期間（自 平成 21 年 7 月 1 日  至 平成 21 年 9 月 30 日） 
   当該事項はありません。 
 
 
 

－9－ 
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(5) セグメント情報 
 

【事業の種類別セグメント情報】 
 
前第2四半期連結累計期間(自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日)  （単位：千円） 

 動力事業 整備事業 付帯事業 計 消去 
又は全社 連結 

売上高  

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 2,897,505 2,271,724 477,597 5,646,827          ― 5,646,827

 (2) セグメント間の内部 

 

   売上高又は振替高 ― ― 7,761 7,761   (7,761) ―

計 2,897,505 2,271,724 485,358 5,654,588   (7,761) 5,646,827

営業利益 429,232 213,510 35,675 678,417 *1       
(381,585) 296,832

当第2四半期連結累計期間(自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日) 

 動力事業 整備事業 付帯事業 計 消去 
又は全社 連結 

売上高   

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 2,870,077 1,937,202 578,823 5,386,102          ― 5,386,102

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 ― ― 6,952 6,952   (6,952) ―

計 2,870,077 1,937,202 585,776 5,393,055   (6,952) 5,386,102

営業利益 385,237 131,752 99,114 616,104 *2       
(379,331) 236,773

（単位：千円） 

  
（注） 1 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

 2 各事業の主な製品・サービス 

 (1) 動力事業……航空機への電力・冷暖房気・圧搾空気等の供給 

 (2) 整備事業……特殊設備の整備および保守管理業務ならびに建物・諸設備の整備および保守管理業務他 

 (3) 付帯事業……フードカートおよび航空機関連諸設備等の製作・販売ならびに受託手荷物検査装置の 

運用管理、ハイジャック防止装置の保全業務 

 3 消去または全社の項目に含めた配賦不能額(*1･2)の主なものは、提出会社本社の総務部門等管理部門に係

る費用であります。 
 4 「定性的情報・財務諸表等 ４ その他 (3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表

示方法等の変更 ①」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」

（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用し、第1四半期連結会計期間に着手した工事契約か

ら、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積り

は原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
この変更による営業損益への影響はありません。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
 

当第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日  至 平成21年9月30日） 
   当該事項はありません。 
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